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岡山理科大学・倉敷芸術科学大学・千葉科学大学・岡山理科大学専門学校・玉野総合医療専門学校・岡山理科大学附属高等学校・岡山理科大学附属中学校・御影インターナショナルこども園

岡山理科大学専門学校  “スノーフレークオセラリス”の大量繁殖に成功！！
　岡山理科大学専門学校アクアリウム学科では、カクレクマノミの改良種「スノーフレークオセラリス」（写真）の大量繁殖に成
功しました。
　スノーフレークオセラリスは、カクレクマノミの白い帯の幅が突然変異で広がり、雪の結晶のような模様になるのが特徴です。
模様は個体によって様々で、通常のカクレクマノミと比べ10倍以上の高値で取引されています。また、愛好家に人気な同種は繁
殖が難しい貴重品種で、現在は大半を海外からの輸入に頼っています。これだけの大量繁殖は国内では珍しく、多くのメディア
でもニュースとなりました。　改良種のため体が弱く、生育段階で死んでしまうケースが多いことから、繁殖には高い壁があり
ましたが、本校では、育てやすいスノーフレークオセラリスを目指して約2年前から研究を行ってきましたところ、親魚ペアの組
み合わせを工夫することなどで、簡単に成育でき、成長が遅いといわれる点も克服し、ついにカクレクマノミと同様、安定した
健康な個体を生産することに成功しました。また、独自に配合した栄養価の高い餌を親
魚に与えるなど、親魚の管理・ケアに気を配ることも大量生産を後押しました。
　半年前にはじめて産卵し、現在は約千匹を育成しています。今年2月より全国の観賞
魚専門店にRISEN産ブリードとして販売しており市場の反応も上々だということです。
　今後は、今回の繁殖技術を他の種類の魚にも応用し、新たな魚種の繁殖も目指したい
と考えています。
　本校アクアリウム学科校務助手の大西基博さんと源田凉平さんが、これまで多くの時
間をかけて研究してきたことの成果が今芽生えています。

　4月3日加計記念体育館にて岡山理科大学入学宣誓式（写真）を
挙行しました。学部1,493名、大学院94名、教職特別課程・留学生
別科などを合わせ、1,624名の新入生を迎えることができました。
保護者やご来賓も合わせると参加者は約3,400人となり、今年も盛
大な式となりました。
　本学ではこれまで、6年連続で志願者を増やしており、今年度は
6,828名の学部志願者となりました。岡山理科大学は1964年に理学
部の応用数学科、化学科の2学科で出発しました。本年度学部に入
学された新入生は第52期生となります。一期生はわずか167人でし
たが、本年の新入生は約十倍にあたる1,624名でした。大学院生を

合わせると、中国四国地区で最も在学生数の多い大学へと発展してきました。2016年4月には、教育学部（仮称）を開設予定で、
5学部19学科1コースに更に発展します（設置認可申請中）。これからも社会に貢献できる人材を育成し、発展し続ける岡山理
科大学にご期待ください。

岡 山 理 科 大 学 新入生の皆さん  ご入学おめでとうございます。

玉野総合医療専門学校 保健・医療・福祉のスペシャリストをめざし、入学宣誓
　穏やかな春の日差しに迎えられ平成27年度入学宣誓式が4月4日、執り行われま
した（写真）保健看護学科18期生、介護福祉学科18期生、理学療法学科15期生、
作業療法学科15期生が新たに玉野総合医療専門学校生として誕生しました。
　式典では平井校長が「新入生の皆さんは保健・医療・福祉の専門職者となり、人
のために役に立つ、人に喜んでもらう、夢を実現させるためには、努力を重ね、概
念を作り、状況を理解し、チーム力を身に付け、他者への優しさと楽しい思いを持
てるよう学び成長していきましょう。」と激励しました。
　新入生代表の保健看護学科・岡山恭子さん（写真）が「私たちはこれから、保健・
医療・福祉の従事者としての知識、技術、心構えを学んでいきます。その中で様々
な困難に直面することもあると思いますが、保健・医療・福祉の従事者という同じ
志を持った仲間と共に、喜び、時には苦しみも分かち合いながら、互いを高め合い、
一歩一歩着実に目標に向かって歩んでまいります。」と力強く誓いの言葉を宣誓し、
保健・医療・福祉のスペシャリストをめざして新たな一歩を踏み出しました。
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　春たけなわの４月１日、御影小規模ルームで入所のつどい。４月６日には御影インターナショナルこども園で入園式（写真）
が催されました。保護者の方につきそわれて、期待に胸をふくらませている子、慣れない場所に少し不安そうな様子の子と、様々
な表情をにじませながら入所のつどい、入園式に臨みました。園長先生のあいさつをはじめ、来賓の方のご祝辞、入園児や職
員の紹介が行われ、手遊びなど楽しいひとときを過ごし、無事終了の運びとなりました。

　両日とも、お天道様も祝福し
てくれているような晴天に恵ま
れ、とても素敵な入所のつどい、
入園式でした。次の日からは、
ならし保育が始まり、園児達に
とって新しい生活への第一歩を
踏み出します。早く園の生活に
慣れて、楽しい日々が送れるこ
とを期待しております。

キ ッ ズ た ち の 入 園 式御影インターナショナルこども園

岡山理科大学附属中学校

　平成27年4月9日（木）入学式（14期生）（写真）が挙行
されました。真新しい制服を着た凜とした爽やかな新入生
が入学してきました。入学式では、河村校長より「挨拶や
感謝の気持ち、素直な気持ち、思いやりの気持ちを、言葉
で伝えることができる人になってほしい。」「自ら調べ、考
え、身につけその知識を使って新しい課題をみつけ挑戦す
ることができる、学ぶ力を身につけた人になって欲しい。」

「仲間、学校、地域、日本、世界を輝かせられる人になっ
てほしい。」 と祝辞がありました。新入生のみなさん、保

護者の皆様ご入
学おめでとうご
ざいます。
　いろいろなこ
と に 積 極 的 に
チャレンジし、
夢をかなえる力
を育む充実した
学校生活が送れ
るよう、ともに
頑張っていきま
しょう。

積極的にチャレンジ、
夢をかなえる力を育む

岡山理科大学附属高等学校

　4月9日、第54回入学式（写真）が加計第二記念体育館で執
り行われました。式場には真っ新の制服に身を包んだ新入生
と保護者の方が次々と訪れ、「おめでとうございます」と祝福
の声で迎えられていました。
　式は君が代斉唱で始まり、きりっと引き締まった空気のなか
宮垣校長が登壇、教育学科の一期生10名を含む397名の入学を
許可する声が会場に響きました。つづいて新入生を代表して池
田征

まさ

輝
き

君（教育学科）が学科専用の落ち着いたグレーのブレザー
で登壇、「固い決意と大きな希望を胸に入学しました。生徒の
本分を守り、大いに努力します。」と力強く入学を宣誓しました。
　式後、新教室に移動した教育学科の一期生たちはすっかり打
ち解けた様子。

「先生になりたい
という同じ目的
をもった仲間同
士です。これから
共に励まし合っ
て夢を実現させ
ていきしょう」と
の担任の土倉先
生の挨拶に気持
ちを新たにして
いました。

教 育 学 科 一 期 生 が 入 学

岡山理科大学附属高等学校
通信制課程

　4月13日、附属高等学校通信制課程の入学式が挙行されまし
た（写真）桜の花びらが舞う中、入学生39名が、楽しさや緊張
のあるなか、元気に式に参加しました。宮垣校長先生から、39
名の入学が許可され、式辞では、「大切なことは、「学ぶ」とい
うことです。一たび身についた知識は、何度使ってもへりません。
活用すればするほど増えてきます。それを修得したことによっ
て獲得される資格は、人生の幸福の基礎となります。」と述べら
れました。新入生代表の渡邉さんが、「いそがず、やすまず、あ
きらめず、目的を達成するまで努力していきます。」と堂々と述
べ、新入生は一層気が引き締まった思いになりました。平日コー
スは、月曜日、木曜日にスクーリングに参加し、日曜コースは、
日曜日にスクーリングに参加し、単位を修得していきます。

いそがず、やすまず、あきらめず、目的達成に努力を
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吉備高原学園高等学校 古 武 道 部 員 が 演 武 を 披 露
　平成27年4月19日（日）、岡山県加賀郡吉備中央町にあるさん
さん広場にて「第24回吉備高原さんさん祭り」が開催され本
校の古武道部員が棒術の演武を披露しました（写真）雨天のた
め隣接している吉備プラザ内にステージが設けられ、そこでの
演武の披露となりました。生徒の演武は地元岡山に伝わる竹内
流の棒術で、その内容は表型（基本型）と裏型（表の技を簡略
化した応用技）でした。生徒の気合いのこもった「ヤ、ホ、エ
イ」の掛け声と、技を繰り出す際にお互いの六尺棒がとあたる
音は迫力があり、演武終了後は町民の皆様から大きな拍手が古
武道部員に送られていました。この他、祭りの会場内で本校の
クラフトデザインコースに所属する生徒たちが子供向けに「凧
づくり」のワークショップを開いたり、ＪＲＣ部に所属する生
徒たちが日本赤十字社の活動のための募金活動を行ったりしま
した。祭りの会場には雨にもかかわらず、多くの方がお越しに

なり、吉備高原学園高等学校の生徒たちは、「吉備高原さんさん祭り」を通じて多くの町民の方と交流をしました。

英数学館小･中･高等学校

　イマージョンクラスでは、自分達でテーマを決め・調べ・英語でまとめ・発表する場
を設け、学年末に全学年で取り組んでいます。
　今年の6年生の課題は、昨年の修学旅行をテーマにした「新聞作り」。訪問した場所な

どを調べたり、インタビューをした
り、それぞれの切り口で新聞を作成
しました。読み手に伝えたい内容が
分りやすく伝えられるよう、内容や
見出し、レイアウトを考え、英語で
文章を要約し、パソコンで記事をま
とめ、新聞を完成させました。
　“English vocabulary” “Writing process” “Computer skill” “Presentation 
skill”などこれまで身につけた様々な知識とスキルを駆使して完成させた今
回のスピーチプレゼンテーション（写真）では、英語で堂々と発表する姿
から、6年間の集大成ともいえる成果が伝わってきました。

英数学館小学校イマージョンクラス　英語スピーチプレゼンテーション
Immersion Class 　 English Speech Presentation

倉 敷 芸 術 科 学 大 学
　2015年4月8日（水）・9日（木）倉敷芸術科学大学新入生一泊研修会が行われました。例年は全学部鳥取県の大山で行っていま
したが、今年度より芸術学部は倉敷美観地区内（写真右）にて、産業科学技術学部と生命科学部は大山（写真左）にて、分か
れて実施されました。
　各研修会場到着後は自己紹介やカリキュラム指導、ミニ運動会、大原美術館ナイトミュージアム見学、倉敷美観地区クイズ
ビンゴラリーなど会場や学科ごとに趣向をこらしたイベントが実施されました。
　新入生は、初日は緊張からか固さも見られましたが、イベントを通して徐々に打ち解けていき、研修会終了直前には親睦を
深めることができた様子でした。今後、勉強やサークル活動など有意義に大学生活を送り、自分の夢に向かって頑張ってくれ
ることを期待しています。

新 入 生 一 泊 研 修



御影インターナショナルこども園 吉備高原学園高等学校

〒706-0002 岡山県玉野市築港1-1-20
〈URL〉http://www.tamasen.ac.jp/

〒658-0047 兵庫県神戸市東灘区御影2-15-27
〈URL〉http://www.kake.ac.jp/mik/

〒288-0025 千葉県銚子市潮見町3
〈URL〉http://www.cis.ac.jp/

〒700-0005 岡山県岡山市北区理大町1-1
〈URL〉http://www.ridaifu.net/

〒709-2393 岡山県加賀郡吉備中央町上野2400
〈URL〉http://www.kibikogengakuen.ed.jp/

〒700-0005 岡山県岡山市北区理大町1-1
〈URL〉http://www.ous.ac.jp/

〒700-0005 岡山県岡山市北区理大町1-1
〈URL〉http://www.kake.ac.jp/~info-j/

〒700-0003 岡山県岡山市北区半田町8-3
〈URL〉http://www.risen.ac.jp/

〒712-8505 岡山県倉敷市連島町西之浦2640
〈URL〉http://www.kusa.ac.jp/

Mikage International Kindergarten

Tamano Institute of Health and Human Services

Kurashiki University of Science and the Arts

英数学館小・中・高等学校
〒721-8502 広島県福山市引野町980-1
〈URL〉http://www.eisu-ejs.ac.jp/

Eisugakkan Elementary, Junior and Senior High Schools Kibikogen Gakuen Senior High School

Okayama University of Science Attached Junior High School

OUS Specialized Training College

Okayama University of Science

Okayama University of Science High School

Chiba Institute of Science
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加  計  学  園
教職員初任者を対象に研修会が開催

　今年度学園の新採用者62名に対する研修会（写真）が4月1日、2日の日程で行われました。1日目の辞令交付式の前に、赤
木専務理事、渡邉本部事務局長の講話を聞いたのち、私立学校の財務・会計や勤務についての説明を各部署の担当者より受け
ました。
　2日目には今年度新規採用者を含む14名の学園事務職員新任者に対し、ビジネスマナー講習会（写真）が行われました。開
催冒頭で丹原法人本部事務局次長より、建学の理念に込められた名誉理事長の想いや、学園職員としての心構えについてのお
話がありました。続いて、外部講師によるビジネスマナー研修を開催しました。この研修では職場のマナー、身だしなみや言
葉づかいなどのケアトレーニング、電話応対の基本、訪問・来客対応について、ロールプレイングなどの実践的な内容も含め、
受講しました。
　参加者は皆、今後一人ひとりが学園の顔として周りに常にいい印象を与えながら、学園の発展のために各自の能力を最大限
に発揮できる基礎を習得するために、真剣に受講していました。我々の仲間になったこの14名の新採用者の今後の成長に、心
からの応援を贈りたいと思います。 

千 葉 科 学 大 学 濱 口 梧 陵 シ ン ポ ジ ウ ム が 開 催
　3月8日、千葉科学大学主催の「濱口梧陵シンポジウム」（写真）
が、銚子市内の中央コミュニティセンター（旧 公正市民館）で
開催されました。
　濱口梧陵は、ヤマサ醤油 （現在も本社は千葉県銚子市）の第
７代当主であり、1854年安政南海地震での津波防災の逸話「稲
むらの火」のモデルとされる人物で、さらに、1858年に江戸で
コレラが蔓延していたときに、銚子へのコレラ防疫にも尽力さ
れた、地元の銚子市にとって縁のある偉人です。
　シンポジウムではこれらのエピソードに関連するかたちで防
災・防疫についての講演が行われました。将来起こるかもしれ
ない大規模災害、感染症の大流行という身近な話題ということ
もあり、定員100名のところ、200名近い参加者にお越しいただ
き、盛況のうちにシンポジウムを閉会することができました。


